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３．３　受注側クライアント管理作業

ここでは、受注側クライアント機能の起動・終了方法、メーカ情報管理方法等の受

注側クライアントの管理作業方法について説明します。

また、エラー時の対処方法および、障害対策についても説明します。

　・システムの起動・終了　……………………………………………………　3.3.1参照

　・メーカ情報管理　……………………………………………………………　3.3.2参照

　・履歴管理　……………………………………………………………………　3.3.3参照

　・クライアント情報管理　……………………………………………………　3.3.4参照

　・エラー時の対応　……………………………………………………………　3.3.5参照

　・障害対策　……………………………………………………………………　3.3.6参照
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３．３．１　システムの起動・終了手順

ここでは、システムの起動・終了に関する手順を説明します。

　・システムの起動・終了　………………………………………………………　(1)参照

　・システムへのログイン　………………………………………………………　(2)参照
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３．３．１ システムの起動・終了手順 （１）システムの起動・終了 1/2

（Ａ） システムを起動します。

　（ｂ） 起動に成功すると、以下の「ログイン画面」が表示されます。

　（ａ） Ｗｉｎｄｏｗｓの［スタート］メニューから［プログラム］→［航空機業界

標準ＥＤＩシステム］→［航空機業界標準ＥＤＩシステム］を実行します。

① ［航空機業界標準ＥＤＩシ

ステム］を選択します。
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（Ｂ） システムを終了します。

1/1３．３．１ システムの起動・終了手順 （１）システムの起動・終了

① ［終了］ボタンをクリック

します。
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３．３．１ システムの起動・終了手順 （２）システムへのログイン 2/2

<注意>

初回起動時のユーザＩＤとパスワードは“edi”に設定されています。

ユーザＩＤとパスワードの変更手順は、３．３．４　クライアント情報管理手順を

参照して下さい。

② ユーザＩＤを

入力します。

③ パスワードを

入力します。

① 言語モードを

選択します。

　（Ａ） システムにログインし、各処理を起動します。

④ ３．３．３

履歴管理手順

を参照して下

さい。

<補足>

起動時にユーザ認証が行われますので、正しいユーザＩＤとパスワードを入力しな

いと処理を起動できません。

⑥ ３．３．２

メーカ情報管理

手順を参照して

下さい。

⑤ ３．３．４

クライアント情報

管理手順を参照し

て下さい。
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３．３．２　メーカ情報管理手順

ここでは、メーカ情報の管理手順を説明します。

メーカ情報管理では、「メーカ情報設定画面」を基本として、以下の操作を行いま

す。

　・メーカ情報設定画面表示　……………………………………………………　(1)参照

　・クライアント認証キーの登録　………………………………………………　(2)参照

　・クライアント認証キーの削除　………………………………………………　(3)参照

　・メニュー表示情報変更　………………………………………………………　(4)参照

　・一括処理の設定　………………………………………………………………　(5)参照

　・メーカ情報の変更　……………………………………………………………　(6)参照
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　「ログイン画面」より［メーカ情報設定］ボタンをクリックすると、以下の「メー

カ情報設定画面」が表示されます。

３．３．２ メーカ情報管理手順 （１）メーカ情報設定画面表示 1/1

① クライアント認証キーを登

録し、ＥＤＩサーバからメ

ーカ情報を取得します。

⑤ メーカ情報を変更します。

④ 一括・Ｗｅｂ区分を変更

します。

　（Ａ） 各ボタンより指定の処理を実行します。

② クライアント認証キ

ーを削除します。 ③ メニュー表示情報を変更

します。

⑥ 「ログイン画面」に戻り

ます。

<注意>

ＥＤＩサーバからメーカ情報を取得できない場合、受注者コード、営業担当者

名、連絡先電話番号、連絡先Ｅ－ｍａｉｌアドレスは全て空欄で表示されます。

<留意事項>

登録済みである全ての認証キーに対して、ＥＤＩサーバに接続してメーカ情報

を取得するので、画面表示に時間がかかる場合があります。
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３．３．２ メーカ情報管理手順 （２）クライアント認証キーの登録 1/1

③ ［開く］ボタンを

クリックします。

② ファイル選択ダイアログ

より、認証キーファイル

を選択します。

④ ＥＤＩサーバから取得

したメーカ情報が表示

されます。

<留意事項>

認証キーの登録後、ＥＤＩサーバに接続してメーカ情報を取得するので、表示

に時間がかかる場合があります。

① ［登録］ボタンをクリック

します。

　クライアント認証キーを登録し、ＥＤＩサーバからメーカ情報を取得します。
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３．３．２ メーカ情報管理手順 （３）クライアント認証キーの削除 1/1

① 削除対象のメーカ情報を選択

します。

② ［削除］ボタンをクリックします。

③ ［ＯＫ］ボタンをクリッ

クします。

　既に登録されているクライアント認証キーを削除します。
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３．３．２ メーカ情報管理手順 （４）メニュー表示情報変更 1/1

① 変更対象のメーカ情報を選択し

ます。

② ［メニュー表示変更］ボタンを

クリックします。

③ メニュー表示順を

入力します。

④ メニュー見出し名

を入力します。

⑤ ［登録］ボタンを

クリックします。

　メインメニューに表示するメーカ情報の表示順及び見出し名を変更します。

<補足>

メニュー表示順により、メインメニューの一覧部分に表示される左からの並び順を

設定します。

<補足>

メニュー見出し名により、メインメニューの一覧部分のタイトルに表示される名称

を設定します。

<補足>

変更内容を登録しないで前画面に戻るには、［キャンセル］ボタンをクリックして下

さい。
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３．３．２ メーカ情報管理手順 （５）一括処理の設定 1/1

① 発注者提供情報で、一括処理を行う場

合はチェックをＯＮにします。

② 受注者提供情報で、一括処理を行う

場合は、チェックをＯＮにします。

③ ［登録］ボタンを

クリックします。

<補足>

変更内容を登録しないで前画面に戻るには、［キャンセル］ボタンをクリックして下

さい。

　各受発注業務について、データ送受信方式を設定します。
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３．３．２ メーカ情報管理手順 （６）メーカ情報の変更 1/1

① 営業担当者名を入力します。

② 営業担当部課名を

入力します。

③ 電話番号を入力

します。

④ E-mailアドレスを

入力します。

⑤ ［登録］ボタンを

クリックします。

<補足>

変更内容を登録しないで前画面に戻るには、［キャンセル］ボタンをクリックして下

さい。

<留意事項>

メーカ情報の変更内容をＥＤＩサーバに送信するので、処理に時間がかかる場合が

あります。

　ＥＤＩサーバに登録されているメーカ情報を変更します。

<注意>

本機能は、ＥＤＩサーバ上で管理されているメーカ情報を変更する機能です。

メーカ情報変更画面からメーカ情報設定画面に戻る時は、ＥＤＩサーバからメーカ

情報を取得していないので、メーカ情報設定画面の表示内容は変更されません。

メーカ情報の変好結果を確認するには、再度、「ログイン画面」から「メーカ情報設

定画面」を表示してください。ＥＤＩサーバから最新のメーカ情報が取得されます。
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３．３．３　履歴管理手順

ここでは、通信履歴管理手順について説明します。

　・通信履歴管理　…………………………………………………………………　(1)参照

通信履歴の表示・検索

通信履歴のファイル保管

通信履歴の削除
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（Ａ） 通信履歴を検索します。

３．３．３ 履歴管理手順 （１）通信履歴管理 1/3

① 検索条件の日付

を設定します。

　「ログイン画面」より［通信履歴］ボタンをクリックすると、以下の「通信履歴画

面」が表示されます。

② ［検索］ボタンを

クリックします。

③ 検索条件に該当す

る通信履歴が表示

されます。
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３．３．３ 履歴管理手順 （１）通信履歴管理 2/3

（Ｂ） 通信履歴を保存します。

① ［通信履歴保存／削除］ボ

タンをクリックします。

③ ［保存］ボタンをク

リックします。

② 保存条件を設定します。

④ 保存ファイル名を入力

します。

⑤ ［保存］ボタンをクリックします。

<補足>

④で入力する保存ファイル名に拡張子は必要ありません。自動的に”.csv”の拡

張子が付きます。
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３．３．３ 履歴管理手順 （１）通信履歴管理 3/3

　（Ｃ） 通信履歴を削除します。

<留意事項>

［検索］ボタンをクリックして、検索結果を画面に表示した後で削除処理を実

行すると、削除処理の後で画面上の検索結果が更新されます。

② 削除条件を設定

します。

① ［通信履歴保存／削除］ボ

タンをクリックします。

③ ［削除］ボタンを

クリックします。

<留意事項>

受注側クライアントプログラムが EDIサーバと通信を行うたびに、その履歴情

報が通信履歴として記録されます。通信履歴を削除せずに、放置すると通信履

歴が膨大な量となり、通信履歴の表示・検索に非常に時間がかかるようになり

ます。

定期的な通信履歴の削除を推奨いたします。

頻度としては 1週間に 1回の通信履歴削除を推奨いたします。
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３．３．４　クライアント情報管理手順

ここでは、クライアント情報管理手順を説明します。

　・ユーザＩＤ・パスワード変更　……………………………………………　(1)参照
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（Ａ） ユーザＩＤ及びパスワードを変更します。

３．３．４ クライアント情報管理手順 （１）ユーザＩＤ・パスワード変更 1/1

① ユーザＩＤを変更する場合

は、新しいユーザＩＤを入力

します。

　「ログイン画面」より［パスワード変更］ボタンをクリックすると、以下の「パス

ワード変更画面」が表示されます。

⑤ ［登録］ボタンをク

リックします。

<注意>

パスワードは、入力した全ての文字が“＊”で表示されますが、文字は正しく

入力されています。

② 旧パスワードを入力します。

③ 新しいパスワードを入力します。

④ 新しいパスワードを再入力します。

<補足>

設定内容を変更しないで前画面に戻るには、［キャンセル］ボタンをクリックし

て下さい。
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３．３．５　エラー時の対処方法

ここでは、エラー時の対処方法について説明します。

　・エラー出力時の対処方法　…………………………………………………　(1)参照

　・通信エラー出力時の対処方法　……………………………………………　(2)参照
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（１）エラー出力時の対処方法

ここでは、エラーログファイルに出力されてるエラー内容、対処方法を説明しま

す。

表３．３．５－１　エラー一覧(１／４)

Ｎｏ． エラー内容（エラーコード） 対処方法

1 通信履歴の書き込みに失敗しま

した。（0002）

プログラムをセットアップしたディレク

トリ内のlogディレクトリ内の

communicationlog.csvを他のプログラム

が開いていないかを確認してください。

そうでない場合、通信履歴ファイルが壊れ

ているので、通信履歴ファイルの再セット

アップを行います。

再セットアップの詳細は、「４．３．２　使

用環境設定」を参照してください。

2 保存先の空き領域が不足してい

ます。保存先を変更してくださ

い。（0003）

保存先のディスクの残り容量を確認して

ください。

3 保存先の媒体は書込み禁止で

す。保存できませんでした。

（0004）

保存先媒体が書込み可能であることを確

認してください。

4 リソースファイルが見つからな

いか壊れています。（0006）

画面リソースファイルを再セットアップ

してください。

詳細については「４．３．２　使用環境設

定」を参照してください。

5 クライアント情報ファイルが見

つからないか壊れています。

（0007）

クライアント情報ファイルを再セットア

ップしてください。

詳細については「４．３．２　使用環境設

定」を参照してください。

6 メーカ情報ファイルが見つから

ないか壊れています。（0009）

メーカ情報ファイルを再セットアップし

てください。

詳細については「４．３．２　使用環境設

定」を参照してください。

7 共通コード表XMLファイルが見

つからないか壊れています。

（0012）

共通コード表ファイルを再セットアップ

してください。

詳細については「４．３．２　使用環境設

定」を参照してください。
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表３．３．５－１　エラー一覧(２／４)

Ｎｏ． エラー内容（エラーコード） 対処方法

8 サーバエラーが発生しました。

（0014）

Server Code：サーバコード

Supplier Code：受注者コード

Error Code：エラーコード

Supplier Name：メインメニュー

の表示名

サポート窓口へ連絡し、

・エラーが発生した画面名

・サーバエラーが発生したこと

・サーバコード

・受注者コード

・エラーコード

を伝えてください。

9 ユーザIDおよびパスワードの更

新に失敗しました。（0019）

クライアント情報ファイルを再セットア

ップしてください。

詳細については「４．３．２　使用環境設

定」を参照してください。

10 ユーザIDおよびパスワードを入

力して下さい。（0020）

ユーザID及びパスワードを正しく入力し

ます。

11 パスワードが不正です。（0021） 前回登録したパスワードを正しく入力ま

す。

12 新しいパスワードとパスワード

確認の内容が異なります。

（0022）

新しいパスワードとパスワードは同一の

内容にする必要があります。

13 数値を入力してください。

（0023）

数値を入力すべき領域に、文字が入力され

ています。

正しい数値を入力しなおします。

14 入力文字数が範囲を超えていま

す。（0032）

範囲に収まるようにデータを修正します。

15 日付を入力して下さい。（0033） ありえない日付もしくは日付として識別

不能なデータが入力されています。

正しい書式にて日付を入力してください。

16 この受注者用の認証キーが見つ

かりません。

クライアント認証キーを登録します。

「３．３．２（２）クライアント認証キー

の登録」を参照してください。

17 以下のサーバから以下のファイ

ルを取得できませんでした。

（0037）

Server Code：サーバコード

Supplier Code：受注者コード

File Name：ファイル名

サポート窓口へ連絡し、

・使用中の画面名

・ファイルが取得できなこと

・サーバコード

・受注者コード

・ファイル名

を伝えてください。

18 全角文字は入力できません。

（0041）

入力を半角文字に修正します。



6-3-3-22

表３．３．５－１　エラー一覧(３／４)

Ｎｏ． エラー内容（エラーコード） 対処方法

19 半角カタカナ文字は入力できま

せん。（0042）

半角カタカナを入力から除外します。

20 ネットワークエラーが発生しま

した。詳細については通信履歴

を確認して下さい。（0048）

（２）通信エラー出力時の対処方法

を参照してください。

21 予期しないエラーが発生しまし

た。（0099）

Error Code：エラーコード

サポート窓口へ連絡し、

・使用中の画面名

・予期しないエラーが発生したこと

・エラーコード

を伝えてください。

22 ユーザIDまたはパスワードが違

います。（0101）

正しいユーザID、パスワードを再入力後、

処理を継続してください。

23 空のパスワードは登録できませ

ん。（0103）

パスワードには、最低1文字以上の文字列

が必要です。

新パスワード、パスワードに1文字以上の

文字列を入力します。

24 通信履歴保存中にエラーが発生

しました。（3721）

通信履歴ファイルを再セットアップして

ください。

詳細については、「４．３．２　使用環境

設定」を参照してください。

25 通信履歴は存在しません。

（3724）

一度もＥＤＩサーバに接続していない場

合に表示されます。

26 クライアント認証キーの削除に

失敗しました。（4105）

メーカ情報ファイルを再セットアップし

てください。

詳細については、「４．３．２　使用環境

設定」を参照してください。

27 クライアント認証キーの登録に

失敗しました。（4106）

メーカ情報ファイルを再セットアップし

てください。

詳細については、「４．３．２　使用環境

設定」を参照してください。

28 メニュー表示情報の変更に失敗

しました。（4111）

メーカ情報ファイルを再セットアップし

てください。

詳細については、「４．３．２　使用環境

設定」を参照してください。
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表３．３．５－１　エラー一覧(４／４)

Ｎｏ． エラー内容（エラーコード） 対処方法

29 メーカ情報の変更に失敗しまし

た。（4131）

メーカ情報ファイルを再セットアップし

てください。

詳細については、「４．３．２　使用環境

設定」を参照してください。

30 一括処理区分の登録に失敗しま

した。（4121）

メーカ情報ファイルを再セットアップし

てください。

詳細については、「４．３．２　使用環境

設定」を参照してください。
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（２）通信エラー出力時の対処方法

ここでは、通信ログファイルに出力されているエラー内容、対処方法を説明しま

す。

「ネットワークエラーが発生しました。詳細については通信履歴を確認してく

ださい」というエラーメッセージが表示された場合、以下の手順で復旧作業を

実施します。

（A） 通信履歴画面を表示する

「３．３．３ 履歴管理手順」に従い、エラーが発生した日の通信履歴を

表示します。

（B） 通信履歴よりエラーコードを調べます。

通信ログファイルのエラーコード列には、Tnnnn(mmmmm)もしくは Cnnnn の形式で

エラーの種類に応じたエラーコードが表示されます。

エラーコード：T0000、C0000 は、通信処理が正常に完了したことを表します。

エラーコードがT0000、

C0000 以外のとき、通

信処理においてエラー

が発生したことを表し

ています。

T0000 または C0000 は

正常に通信処理が完了

したことを表していま

す。
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以下に通信エラー時のエラー内容と対処方法を示します。

表３．３．５－１　通信エラー一覧

Ｎｏ エラー内容

（エラーコード）

対処方法

1 WWWサーバ名を解決できな

い。（T1001）

クライアント認証キーを再登録する。

2 WWWサーバに接続できない。

（T1002）

PCのネットワーク設定を調査し、当該

EDIサーバに接続できるかを確認しま

す。

接続確認には、インターネットエクスプ

ローラにてEDIサーバのURLを表示でき

るかを確認すると良いでしょう。

PCのネットワーク設定に問題が無い場

合、EDIサーバが非常に混雑している可

能性があります。

しばらくたってから、業務を再開してく

ださい。

インターネットエクスプローラにてEDI

サーバに接続できない場合、ネットワー

ク管理者に連絡してください。

3 WWWサーバの応答を解析でき

ない。（T1003）

EDIサーバのインターネット配信機能

（Webサーバ）がダウンしている可能性

が高いです。

しばらくしてから、業務を再開してくだ

さい。

それでも同一のエラーが出る場合は、サ

ーバ管理者に連絡をとってEDIサーバの

状況を確認してください。

4 受信データをデコードでき

ない。（T1004）

5 レスポンスヘッダーからフ

ァイル名が取得できない。

（T1005）

通信回線の状態が悪く、データ伝送エラ

ーが発生していることが想定されます。

しばらくしてから業務を再開してくだ

さい。

6 受信データ保存処理中にエ

ラーが発生（T1006）

7 受信確認データ処理中にエ

ラーが発生（T1007）

PCのディスクの空き領域を確認してく

ださい。

空き領域が十分（２００MB程度以上）の

場合、プログラムの稼動に必要な設定フ

ァイルが壊れている可能性があります。

航空機業界標準EDIシステム FAX受発注

機能をアンインストールしてから、再度

インストールしてください。
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8 接続タイムアウトエラー

（T1009）

ネットワークケーブルが外れていない

か？

を確認してください。

そうでない場合は、EDIサーバがダウン

しているか、EDIサーバが非常に混雑し

ている可能性があります。

しばらくしてから業務を再開してくだ

さい。

9 サーバ証明書がインストー

ルされていない。（T2001）

10 サーバ証明書の有効期限が

切れている（T2002）

11 サーバ証明書の名前が正し

くない（T2003）

サーバ証明書をインストールしてくだ

さい。

12 予期しないネットワークエ

ラー（T9999）

業務を再開して、同様のエラーが発生す

る場合は、サポート窓口まで連絡し、

・ネットワークエラーが発生したこと

・エラーコード：T9999(mmmmm)

のmmmmmの部分のコード

を通知してください。

13 サーバ環境設定ファイルの

IOException（C0010）

14 サーバ環境設定ファイルが見

つからない（C0011）

15 サーバ環境設定ファイルの内

容不全（C0012）

業務を再開して、同様のエラーが発生する

場合は、サポート窓口まで連絡し、

・ネットワークエラーが発生したこと

・エラーコード：Cmmmm

を通知してください。

16 サーバ環境設定ファイルより

返された位置にＥＤＩマスタ

ディレクトリが見つからない

（C0013）

17 サーバ環境設定ファイルより

返された位置にセッション作

業用ディレクトリが見つから

ない（C0014）

18 サーバ環境設定ファイルより

返された位置に送信データ用

ディレクトリが見つからない

（C0015）

19 サーバ環境設定ファイルより

返された位置に送信履歴デー

タ用ディレクトリが見つから

ない（C0016）

業務を再開して、同様のエラーが発生する

場合は、サポート窓口まで連絡し、

・ネットワークエラーが発生したこと

・エラーコード：Cmmmm

を通知してください。
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20 サーバ環境設定ファイルより

返された位置にメーカ情報変

更データ用ディレクトリが見

つからない（C0019）

21 サーバ環境設定ファイルより

返された位置にサーブレット

関連ドキュメント用ディレク

トリが見つからない（C0021）

22 サーバ環境設定ファイルより

返された位置にメーカ情報デ

ィレクトリが見つからない

（C0021）

23 リクエストメッセージのデー

タ完全性チェックNG（C0100）

24 リクエストメッセージの内容

不全（C0111）

25 認証キーが設定されていない

（C0201）

26 認証キーが不正である（C0202）正しいクライアント認証キーを登録し、業

務を再開してください。

それでも同一のエラーが出る場合は、サポ

ート窓口まで連絡してください。

28 メーカ情報送込みメソッドに

おいて予期しないエラーが発

生（C0500）

29 メーカ情報送込みメソッドに

おいてIOExceptionが発生

（C0501）

30 メーカ情報送込みメソッドに

おいて、メーカコードディレク

トリが見つからない（C0502）

31 メーカ情報送込みメソッドに

おいて、取得対象メーカ情報が

存在しない（C0503）

32 メーカ情報変更情報取込みメ

ソッドにて予期しないエラー

が発生（C0700）

33 メーカ情報変更情報取込みメ

ソッドにおいてIOExceptionが

発生（C0701）

業務を再開して、同様のエラーが発生する

場合は、サポート窓口まで連絡し、

・ネットワークエラーが発生したこと

・エラーコード：Cmmmm

を通知してください。
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34 メーカ情報変更情報取込みメ

ソッドにおいてメーカ情報変

更ファイルの内容不全

（C0702）

35 サーバ障害発生（C9999）
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３．３．６　障害対策

ここでは、受注側クライアント管理作業での障害対策について説明します。

尚、技術サポートの詳細問い合わせ先は、ＥＤＩ取引契約時に発注会社が示す窓口、

若しくは、航空機業界ＥＤＩセンターにより示される窓口となります。

　・障害対策　……………………………………………………………………　(1)参照

　・障害状況の判別　……………………………………………………………　(2)参照

　・障害要因の排除　……………………………………………………………　(3)参照

　・障害情報の採取　……………………………………………………………　(4)参照
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（１）障害対策

障害が発生してから正常に戻るまでの作業の流れを、図３．３．６－１に示します。
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異常

正常

どのような

異常か？

障害発生元を切り分
ける
「（2）障害状況の判
別」を参照

どこで対処

するか？

次に示すような観点で、状況をま
とめる
・ 何がどのように遅い、または応

答がないか
・ どのように機能を実行してい

る時か
・ FAXサーバは動作しているか
・ 通常の作業とは異なる作業を

していないか

次に示すような観点で、状

況をまとめる
・ 結果がどのように不正に

なるか
・ 現在の状況についての情

報を収集する

再実行結果

は？

障害要因の排除

障害情報の採取

技術サポートに連絡し、技

術サポートの支持に従う

エラーメッセージ出力 結果不正応答がない/応答が遅い

対処不可能

受注者による対応

正常

異常

図３．３．６－１　障害が発生してから正常に戻るまでの作業の流れ

・システムダウン

・システムフリーズ
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（２）障害状況の判別

（A） どのような障害が発生したかを把握する為に、障害発生時のメッセージを確認

します。

また、表３．３．５－１ エラー一覧のエラー内容から該当するエラー内容を確

認します。

（B） 障害の診断

（a） 障害発生状況と出力されているメッセージを確認します。

（b） 障害要因による診断

メッセージが示す障害の要因は、以下の3つに分類されます。

（ア）ユーザが対処できる障害要因

操作方法、環境設定、および、運用の誤りによるもので、ユーザが直接に

要因を排除可能です。

（イ）ユーザが対処できない障害要因

ユーザは障害情報を採取して、技術サポートに連絡する必要があります。

（ウ）障害要因が判断できない障害

突然システムがダウンした場合などは、再度、同一操作を実施し、再現す

る場合は、障害情報を採取して、技術サポートに連絡する必要があります。

（３）障害要因の排除

表３．３．５－１ エラー一覧の対処方法に従い、障害の対処を実施し、再実行

します。

エラー時の対処法でも復旧しない場合は、コンピュータを再起動して、業務を再

開します。

コンピュータの再起動でも復旧しない場合は、航空機業界標準 EDI システムプロ

グラムをアンインストールしてから、再度インストールを実施します。

それでも、同様の障害が発生する場合は、障害情報を採取して、技術サポートに

連絡する必要があります。
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（４）障害情報の採取

再実行を実施しても同様の障害が発生した場合は、サポートに連絡する為に障

害情報を採取します。

採取する障害情報を以下に示します。

（A） 操作手順

障害発生に至るまでの詳細は操作手順（画面のハードコピー、操作内容のメモ、

入力した内容など）

（B） 出力メッセージ

画面上に出力されるメッセージの内容

（C） 通信履歴

通信エラーが発生している場合は、通信履歴画面のハードコピー。


